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図5. 2012年~2022年の各年のシャノン多様度
       指数と，外来⿂率の⽐較

淀川ワンドに生息する在来生物の保全活動

1．背景

4．まとめ

２．活動

３．結果

大阪の淀川下流域のワンド（図１）には，イタセンパラ（図２）などの

希少な在来動植物が生息.

外来生物による影響や人為的な水位調整などの影響から

在来生物の生息状況は危機的な状況.

図3. 上, 地引網設置，右上, 地引網引上げ，
         下, 仕分け計測作業，右下, 駆除された外来⿂類（オオクチバス, ブルーギル）

2011年に淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク（イタセンネット）を

結成し，イタセンパラが放流された城北ワンドと，庭窪ワンドで

定期的に地引網調査を実施（図3）.外来魚は駆除し，在来魚は

計測のうえ，放流. 外来魚釣り大会の実施等の活動も．図1右下

小林 永人・三橋 雅子・田中 耕司（大阪工業大学），鶴田 哲也（大阪産業大学）
山本 義彦・丸山 勇気（大阪府立環境農林水産総合研究所）

河合典彦・綾史郎（淀川水系イタセンパラ研究会），高田昌彦（琵琶湖を戻す会）

図1. 淀川下流活動域のワンド 国⼟地理院

図2. イタセンパラ 上, オス 下, メス
2006年に淀川の個体群は野⽣絶滅し，
2013年に城北ワンドで500匹が放流された.

城北ワンド群

庭窪ワンド

2012年から2023年までに城北ワンドで採集された魚類の

内わけ（図4）の通り，2012年は70%以上が外来魚だったが，

2023年は30%程度に抑えられた.

  生物の種多様性の指標であるシャノン多様度指数と外来魚率

を比較すると，外来魚率が低いほどシャノン指数は高かった（図5）．

図4. 城北ワンドで採集された⿂類個体数の内わけ，暖⾊（⾚で囲んだ凡例）が外来⿂

受付★

主催: 淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク (略称イタセンネット)
協力(申請中)：環境省近畿地方環境事務所 大阪市旭区役所 高槻市立自然博物館あくあぴあ芥川

全国ブラックバス防除市民ネットワーク 大阪工業大学工学部淀川環境教育センター 摂南大学淀川愛好会

イタセンネット連携団体：旭昼市運営委員会・一般財団法人環境事業協会・一般社団法人消防潜水連名・一般社団法人水生生物
保全協会・大阪工業大学 城北水辺クラブ・大阪国際大学・大阪国際大学短期大学部 地域協働センター・大阪国際大学・大阪国際
大学短期大学部 プレッパーズ部・大阪産業大学 エコ推進プロジェクト・大阪産業大学 水生生物研究室・大阪商業大学 経済学部
原田ゼミナール・大阪トヨタ自動車株式会社 お客様関連部・大阪トヨタ豊友会 地域貢献倶楽部・大阪公立大学 キャンパスビオトー
プ研究会・株式会社アクアテイメント・株式会社天辻鋼球製作所・株式会社エコトラック・京セラドキュメントソリューションズ株式会社
社会貢献委員会 環境保全分科会・公益財団法人 河川財団 近畿事務所・公益社団法人 大阪自然環境保全協会・サワイグルー
プホールディングス株式会社地球環境チーム・自然にみちた水辺づくりプロジェクト・生物多様性センターサポートスタッフ・せいわエ
コクラブ・摂南大学 エコシビル部・千里金襴大学 実践ゼミ・NPO法人 nature works・NPO法人エコネット近畿・パシフィックコンサルタ
ンツ株式会社・パナソニック エコリレー ジャパン・パナソニック松愛会 大阪市内支部・人を自然に近づける川いい会・琵琶湖を戻
す会・淀川管内河川レンジャー・淀川水系イタセンパラ研究会・淀川を守ろう会・環境省 近畿地方環境事務所・国土交通省 近畿地
方整備局 淀川河川事務所・大阪府環境農林水産部 みどり企画課・大阪市旭区役所まち魅力課・大阪市立自然史博物館・大阪府
立環境農林水産総合研究所

イタセンパラを
城北ワンドで
大きく育てよう

イタセンネット問合わせ先: 大阪府立環境農林水産総合研究所生物多様性センター内
TEL. 072-833-2770，HP： http://itasenpara.net， ブログ： http://itasennet.exblog.jp/

開催日 ： 2023年5月14日（日） 雨天決行
時 間 ： １０：００～１５：００
※地引網と魚の観察会を13:00頃からはじめます

会 場 ： 淀川左岸河川敷・城北ワンド群一帯
参加費 ： 無料 （事前申し込み不要）

受 付 ：菅原城北大橋南詰（河川敷） 下記地図★

 釣り道具をお持ちの方は極力ご持
参下さい

 無料貸し出し用の釣り道具を用
意しています．お持ちでない方
もお気軽に参加してください

 小学生以下のお子さまは保護者
同伴で願います

 発生したゴミは必ずお持ち帰りく
ださい

ワンドでの釣り 地引網

イタくん

大阪市営バス34・10系統「城北公園前」停留所下車すぐ
JRおおさか東線・城北公園通駅から徒歩15分程度
地下鉄谷町線 太子橋今市・千林大宮駅から徒歩20分程度

※ 温暖化対策のため，公共交通機関
を利用してお越し下さい

城北公園QR
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外来魚率を下げる駆除活動は

在来生物の多様性保全につな

がる．

イタセンパラの生息は2023年

に確認されなかったが，今後も

継続して駆除活動を続け，淀川

の在来生物の保全に努めたい．

近隣小学校で観察会を実施し

ている．市民が淀川の環境や

生物の希少さを知る機会を作っ

ていきたい．


